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〈
書
評
〉
太
田
正
夫
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『
ひ
と
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ひ
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か
す
文
学
教
育
』
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『
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育
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理
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〈
書
評
〉
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下
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二
著
『
古
典
を
訳
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』
を
読
む

『
国
語
教
育
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理
論
と
実
践

一
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八
九
年
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二
月

両
輪
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輪
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会
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〈
論
考
〉
自
学
思
想
と
そ
の
実
践

1
山
路
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一
の
場
合
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国
語
科
教
育
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年
三
月
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〈
実
践
報
告
〉

夫
ー
」
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集

全
国
大
学
国
語
教
育
学
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授
業
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業
の
工

『
国
語
教
育
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理
論
と
実
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輪
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九
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両
輪
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〈
実
践
報
告
〉
読
み
の
方
法
意
識
を
喚
起
す
る
試
み
｜
『
よ
む
い
か
通
信
』
に

『
国
語
教
育
の
理
論
と
実
践

両
輪
』

第
六
号

両
輪
の
会

一
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九
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六
月
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〈
実
践
報
告
〉
徒
然
草
で
仮
説
実
験
授
業
？
！

『
国
語
教
育
の
理
論
と
実
践
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九
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両
輪
』
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両
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〈
新
刊
紹
介
〉
浜
本
純
逸
著
『
う
ば
ら
三
年
』
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『
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語
教
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の
理
論
と
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九
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両
輪
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会

一七

0
1
一
七
二
ペ
ー
ジ

8 

〈
実
践
報
告
〉
授
業
の
ア
イ
デ
ア
・
枠
組
み
指
定
作
文

『
自
己
を
ひ
ら
く
表
現
指
導
』

右
文
書
院

一
九
九
五
年
六
月

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会

二
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二
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〈
実
践
報
告
〉
授
業
の
ア
イ
デ
ア
・
言
葉
へ
の
関
心
を
高
め
る
｜
漢
和
休
題

『
自
己
を
ひ
ら
く
表
現
指
導
』

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会



右
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九
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年
六
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〈
実
践
報
告
〉
授
業
の
ア
イ
デ
ア
・
表
現
へ
の
拒
絶
反
応
を
和
ら
げ
る
｜
感
想

『
自
己
を
ひ
ら
く
表
現
指
導
』

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会

右
文
書
院

一
九
九
五
年
六
月

六
七
ペ
ー
ジ
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〈
実
践
報
告
〉
授
業
の
ア
イ
デ
ア
・
具
体
例
を
豊
か
に
す
る
｜
ア
ン
ソ
ロ
ジ
l

作
り

『
自
己
を
ひ
ら
く
表
現
指
導
』

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部

Z』

= 
右
文
書
院

一
六
七
ペ
ー
ジ

一
九
九
五
年
六
月
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〈
実
践
報
告
〉
授
業
の
ア
イ
デ
ア
・
成
就
感
を
持
た
せ
る

l
た
っ
た
一
冊
の
自

分
の
本

『
自
己
を
ひ
ら
く
表
現
指
導
』

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語

部
会

右
文
書
院

一
八
三
ペ
ー
ジ

一
九
九
五
年
六
月
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〈
実
践
報
告
〉
た
い
や
き
エ
ッ
セ
イ
｜
枠
組
み
指
定
作
文
の
試
み

『
国
語
教
育
の
理
論
と
実
践

両
輪
』

第
一
七
号

両
輪
の
会

一
九
九
五
年
一

O
月

七
四

i
八
六
ペ
ー
ジ
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〈
実
践
報
告
〉
枠
組
み
指
定
作
文
の
試
み

『
月
刊
国
語
教
育
』

第
一
七
四
号

東
京
法
令
出
版

一
九
九
五
年
二
一
月

四一

1
四
四
ペ
ー
ジ
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〈
払
哩
勾
〉
実
践
史
・
高
等
学
校
の
単
元
学
習
1

『
国
語
教
育
の
理
論
と
実
践

第
二
一
号

両
輪
』

一
九
九
七
年
二
月

一
七
八
1
二
三
二
ペ
ー
ジ

両
輪
の
会
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〈
書
評
〉
田
中
実
『
小
説
の
力
｜
新
し
い
作
品
論
の
た
め
に
』

『
国
語
教
育
の
理
論
と
実
践

第
二
二
号

両
輪
』

一
九
九
七
年
六
月

二
九
八

1
三
O
九
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ー
ジ
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〈
創
作
〉
方
向
指
示
灯

『
国
語
教
育
の
理
論
と
実
践

第
二
五
号

両
輪
』

一
九
九
八
年
四
月

一
三
四
1
二
三
五
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両
輪
の
会

両
輪
の
会

-9-

18 

〈
実
践
報
告
〉
論
の
進
め
方
を
学
ば
せ
る
作
文
指
導
l
枠
組
み
作
文
｜

『
高
等
学
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国
語
科
新
し
い
授
業
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包
選
〈
第
4
集
〉
表
現
指
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編
』

平
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編
）

一
九
九
八
年
四
月

大
修
館
書
店
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四一

1
四
五
ペ
ー
ジ
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〈
実
践
報
告
〉
帯
単
元
「
私
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好
き
な
詩
句
発
句
」
の
試
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l
詩
に
つ
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の
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語
教
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と
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両
輪
』
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両
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の
会


